
１ 協定締結協同組合の紹介

北九州広域生コンクリート協同組合

■出資金：4,500千円

■組合工場数：１５社 １８工場

■事業

生コンクリートの共同販売事業

■事業区域

北九州、直方市、中間市、宮若市、遠賀郡、

鞍手郡、行橋市、豊前市、京都郡、築上郡

■ミキサー車保有数

・北九州市内 ３３台

・その他の地域 ６０台



２ 林野火災の現状

■ 令和７年２月 岩手県大船渡市の林野火災

※ その他、岡山県岡山市、愛媛県今治市等でも発生

■ 消火活動の特徴

（１）消火活動の困難さ

アクセスが悪くホースを延長できない、水源の確保が難しい

（２）延焼の速さと広範囲への拡大

枯れ木等燃料が多い、風や地形の影響を受ける

通報日時 鎮圧日時 鎮火日時 林野被害 人的被害 建物被害

令和７年
２月26日

３月９日
【11日間】

４月７日
【40日間】

3,370ｈａ １人 222棟



空中からの消火

イメージ

地上での消火活動

参考 令和８年１月３０日 門司区奥田の林野火災



■ 「大船渡市林野火災を踏まえた消防防災対策のあり方に関する検討会」

３ 林野火災への対策

第１ 林野火災における予防・警報のあり方

林野火災注意報の新設（令和８年１月から運用開始） など

第２ 大規模林野に対応できる消防防災体制のあり方

ドローンなどによる情報把握

早期応援（緊急消防援助隊、自衛隊など）

民間事業者等のミキサー車を活用した消防用水の確保 など

第３ 大規模林野火災に備えた多様な技術の活用・開発

ドローン、延焼シミュレーションソフト、消火剤 など



４ ミキサー車と連携した消火活動モデル

■空中消火

■予防散水

■地上消火

①消防用水の輸送

支援活動

②貯水槽・

防火水槽への給水


